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米
・
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分
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鑑
定
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ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
が

津
南
に
や
っ
て
き
ま
す
!!



広報 2令和５年２月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

白銀を駆ける

第 50 回津南町スキー選手権大会兼

第 54 回津南町小学校スキー大会を

２月 13 日にマウンテンパーク津南で開催しました

出場した選手は日頃の練習の成果を存分に発揮していました

結果は６ページに掲載しています
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広報 4令和５年２月号

津
南
町
プ
レ
大
会
結
果

令
和
４
年
12
月
10
日
に

津
南
町
プ
レ
大
会
を
開
催
！

第
25
回 

米・食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル：

　
　  

国
際
大
会
を
津
南
町
で
開
催
し
ま
す
‼

↑第 24 回大会大会旗の引継ぎ

↑津南町プレ大会表彰式

↑すべて同じ条件で炊き上げます

特 

集
Topic

　

令
和
５
年
12
月
に
、
第
25
回
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
を
津
南
町

で
開
催
し
ま
す
。
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
：
国
際
大
会
は
、
国
内
外
の
お
米
を

一
堂
に
集
め
、
こ
れ
を
審
査
・
評
価
し
、
安

全
性
や
良
食
味
を
求
め
「
良
質
な
米
作
り
」

に
日
々
精
進
す
る
生
産
者
や
生
産
団
体
を
支

援
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
認
め
る
事
を
目
的
と

す
る
国
内
最
大
級
の
お
米
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

す
。
第
24
回
大
会
は
、
令
和
４
年
12
月
に
長

野
県
の
小
諸
市
で
開
催
さ
れ
、
大
会
旗
の
引

継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は
、
令
和
５
年

に
向
け
て
開
催
し
た
津
南
町
プ
レ
大
会
の
様

子
と
、
第
24
回
大
会
の
国
際
総
合
部
門
で
金

賞
を
受
賞
し
た
、
農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン

ア
ー
ス
津
南
様
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
12
月
10
日
に
、ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
津
南
で
津
南
町
プ
レ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
品
数
は
20
点
で
、
町
内
外
の
た

く
さ
ん
の
農
家
や
団
体
か
ら
出
品
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
本
番
同
様
に
炊
飯
を
行

い
、
審
査
員
に
よ
る
、
官
能
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
25
回
大
会
に
向
け
て
、
た
く
さ

ん
の
改
善
点
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
津
南
町
プ
レ
大
会
の
結
果
は
以
下
の
と

お
り
で
し
た
。

■
最
優
秀
賞　

　

桑
原
農
産
（
南
魚
沼
市
）	

桑
原	

真
吾	

様

■
優
秀
賞　
　

　
　

グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南
（
津
南
町
）

	

桑
原　

	

健	

様

　

㈱
う
お
ぬ
ま
小
岩
農
園
（
魚
沼
市
）

	

小
岩	

孝
徳	

様

　

㈱
こ
ま
が
た
農
園
（
南
魚
沼
市
）

	

駒
形	

宏
伸	

様

■
入　

選　

　

南
魚
沼
市	

貝
瀬	

健
司	

様

　

㈱
満
作
（
津
南
町
）	

中
島	

孝
之	

様

　

㈱
ミ
ツ
ワ
（
柏
崎
市
）	

上
野	　

治	

様

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
後
妻
有
里
山
協
働
機
構　

　
（
十
日
町
市
）	

Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有	

様

　

㈱
麓
（
津
南
町
）	

樋
口	

貴
幸	

様

■
特
別
賞

　

ひ
ら
く
の
里
フ
ァ
ー
ム
㈱
（
南
魚
沼
市
）

	

青
木	

拓
也	

様



特 集 第25回 米・食味分析鑑定コンクール：国際大会を津南町で開催します!!

5 広報 令和５年２月号

農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南
の

　
　
　
　
　

桑
原
健
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
！

米
の
生
産
者
に
と
っ
て
、
米
・
食
味

分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
は
ど
ん
な
存
在
で

す
か
。お

米
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
ね
。
出
品

す
る
こ
と
に
よ
り
、
評
価
を
し
て
も
ら
え
る

し
、
そ
こ
で
賞
を
も
ら
え
る
と
本
当
に
嬉
し

い
で
す
。自
分
の
お
米
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

魚
沼
地
域
の
お
米
が
評
価
さ
れ
て
、
賞
を
受

賞
す
る
の
も
と
て
も
嬉
し
い
で
す
し
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
繋
が
り
ま
す
。
あ
と
は
、

新
し
い
販
売
先
の
開
拓
に
も
繋
が
り
ま
す
。

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
て
、
販
売

先
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
販
売
先
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

い
つ
か
ら
出
品
し
て
い
る
の
で
す
か
。

グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南
は
第
２
回
大
会

か
ら
出
品
し
て
い
ま
す
。
第
８
回
大
会
で
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
褒
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
第
９

回
大
会
で
は
総
合
部
門
（
当
時
は
国
際
総
合
部

門
が
ま
だ
無
か
っ
た
）
で
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
22
年
間
出
品
し
続
け
ま
し
た
が
、
金

賞
を
受
賞
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
、
本

当
に
嬉
し
い
し
、
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

↑第 24 回大会の表彰式の様子

↑熱く意気込みを
語ってくれました

　

農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津
南
が
、
第
24
回
大
会
の
国
際
総
合
部
門
で
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
国
際
総
合
部
門
は
、
同
大
会
で
出
品
数
が
最
大
の
部
門
で
あ
り
、
そ
の
中
で
の
金

賞
は
最
高
峰
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
米
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
、
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
津

南
の
桑
原
健
さ
ん
に
、米
づ
く
り
や
、米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

■
美
味
し
い
お
米
を
作
る
に
は

第
24
回
大
会
で
は
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
が
、
美
味
し
い
お
米
を
作
る
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
育
て
て
い
る
の

で
す
か
。

特
別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
美

味
し
い
お
米
は
健
全
な
稲
か
ら
で
き
あ
が
り

ま
す
。
苗
の
段
階
か
ら
健
全
に
育
つ
よ
う
に

意
識
を
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
そ
の
圃
場

ご
と
に
合
っ
た
土
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

地
力
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に

も
美
味
し
い
お
米
を
作
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
津
南
町
は
昔
か
ら
良
い
土

づ
く
り
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
地

力
が
と
て
も
優
れ
て
い
ま
す
。そ
の
大
地
で
、

こ
の
津
南
の
豊
富
な
雪
解
け
水
を
使
っ
て
育

て
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
日
々
研

究
を
し
な
が
ら
、

美
味
し
い
お
米
に

な
る
よ
う
に
育
て

て
い
ま
す
。

　

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際

大
会
が
新
潟
県
内
で
開
催
さ
れ
る
の
は
、
今

回
の
津
南
町
が
初
め
て
で
す
。
こ
の
大
会
を

通
じ
て
、
津
南
町
の
米
づ
く
り
が
盛
り
上
が

り
、
そ
れ
が
魚
沼
地
域
、
新
潟
県
全
体
へ
と

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
日
本
全
国
、
海
外
か
ら
も

出
品
さ
れ
ま
す
。
津
南
町
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ

出
品
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
会
の
日
程
は

左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日

　

令
和
５
年
12
月
１
日
㈮
～
２
日
㈯

■
会
場

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

■
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
左

記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

https://youtu.be/V0q4RS5h_bo

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課　

農
林
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
５

■
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

　

in
つ
な
ん
に
向
け
て

津
南
の
お
米
の
他
の
地
域
に
負
け
な
い

特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

何
と
い
っ
て
も
甘
み
が
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
。
粒
も
大
粒
で
、
程
よ
い
噛
み
応

え
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
ほ
ど
も
言
っ

た
よ
う
に
、
昔
か
ら
の
土
づ
く
り
の
恩
恵
で

す
。
豊
か
な
大
地
と
豊
富
な
水
が
と
て
も
美

味
し
い
お
米
を
育
ん
で
く
れ
ま
す
。

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
in
つ

な
ん
へ
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

津
南
町
で
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す

る
か
ら
に
は
、良
い
結
果
を
残
し
た
い
で
す
。

津
南
に
は
自
分
以
外
に
も
本
気
で
金
賞
を
目

指
し
て
い
る
団
体
や
農
家
が
多
く
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
か
た
た
ち
と
情
報
交
換
な
ど
も

行
っ
て
い
て
、
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、
津

南
町
に
と
ど
ま
ら
ず
、
魚
沼
地
域
、
新
潟
県

全
体
が

盛
り
上

が
っ
て

い
っ
て

欲
し
い

で
す
。

Q

QQ

A

AA ■
米
・
食
味
分
析
鑑
定

　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
の
意
義

QQ AA



広報 6令和５年２月号

２
月
12
日
㈰
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
の
な
か
、
津
南
町
の
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
選
手
が
優
秀
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
各
学
校
の
入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
50
回 

津
南
ス
キ
ー
選
手
権
大
会 

兼

第
54
回 

津
南
町
小
学
校
ス
キ
ー
大
会
結
果

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞　

①
涌
井
遥
翔

（
津
）②
田
村
空（
上
）③
鈴
木
悠
太

（
芦
）④
涌
井
翔
太（
津
）⑤
中
澤
凌

央（
津
）⑥
吉
樂
新
太
郎（
津
）⑦
福

崎
綜
士（
津
）⑧
髙
橋
翔（
津
）⑨
滝

澤
嵐（
津
）⑩
桑
原
竜
世（
津
）

５
年
３
㎞　

①
石
田
幹（
芦
）②
山

本
理
翔（
津
）③
関
沢
晴（
芦
）④
髙

波
朋
樹（
上
）⑤
桑
原
一
瑳（
津
）⑥

石
橋
陸
空（
津
）

６
年
３
㎞　

①
滝
沢
俊
太（
芦
）②

田
村
風
太（
上
）③
阿
部
慈
永（
芦
）

④
鈴
木
翔（
津
）⑤
中
島
維
吹（
上
）

⑥
小
林
義
周（
津
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー　

①
芦
ヶ
崎
小

Ａ（
阿
部
慈
永
・
滝
澤
颯
太
・
滝
沢

俊
太
）②
津
南
小
Ａ（
鈴
木
翔
・
太

田
優
芽
・
小
林
義
周
）③
芦
ヶ
崎
小

Ｂ（
涌
井
優
太
・
石
田
幹
・
半
戸
星

宙
）④
上
郷
小
Ａ（
中
島
維
吹
・
河

田
琥
太
郎
・
田
村
風
太
）⑤
津
南
小

Ｂ（
山
田
耕
太
郎
・
涌
井
壱
惺
・
山

本
理
翔
）⑥
上
郷
小
Ｂ（
髙
波
朋

樹
・
瀧
澤
展
・
河
田
泰
輔
）

中
学
生
６
㎞　

①
中
島
幹
太（
津

南
中
３
年
）②
宮
﨑
出（
津
南
中
１

年
）③
宮
﨑
茂
市（
津
南
中
３
年
）

④
若
井
陸（
津
南
中
２
年
）⑤
南
雲

倭（
津
南
中
２
年
）

男
子
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）

４
年
以
下　

①
篠
原
蒼
太（
津
）

５
年　

①
藤
ノ
木
結
斗（
上
）②
島

田
智
仁（
上
）③
藤
ノ
木
陸
斗（
上
）

④
福
島
秀
俊（
芦
）

中
学
生　

①
鈴
木
煌
悠（
津
南
中

等
３
年
）②
石
田
岳
大（
津
南
中
１

年
）

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞　

①
関
谷
優
美

（
芦
）②
阿
部
花
俐（
芦
）③
島
田
侑

愛（
芦
）④
戸
田
緒
実（
芦
）⑤
島
田

想
愛（
芦
）⑥
柳
原
美
織（
芦
）⑦
関

澤
雪
乃（
芦
）

５
年
２
㎞　

①
関
沢
す
み
れ（
芦
）

②
石
橋
葵（
津
）③
山
田
音
羽（
上
）

④
桑
原
い
つ
か（
芦
）⑤
小
林
ゆ
か

り（
津
）⑥
宮
川
美
春（
津
）

６
年
２
㎞　

①
久
保
田
朱
花（
津
）

②
樋
口
さ
わ（
津
）③
南
雲
姫
夏

（
津
）④
富
澤
卯
紗（
津
）⑤
髙
波
柚

子
姫（
上
）⑥
涌
井
あ
か
り（
芦
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー　

①
津
南
小
Ａ

（
久
保
田
朱
花
・
樋
口
さ
わ
・
南
雲

姫
夏
）②
芦
ヶ
崎
小
Ａ（
関
谷
優

美
・
関
沢
す
み
れ
・
涌
井
あ
か
り
）

③
芦
ヶ
崎
小
Ｂ（
桑
原
い
つ
か
・
島

田
実
莉
・
阿
部
花
俐
）④
津
南
小
Ｂ

（
富
澤
卯
紗
・
石
橋
葵
・
小
林
ゆ
か

り
）⑤
上
郷
小（
山
田
音
羽
・
中
沢

優
理
子
・
髙
波
柚
子
姫
）

中
学
生
３
㎞　

①
久
保
田
美
有

（
津
南
中
３
年
）②
山
岸
明
日
香

（
津
南
中
３
年
）③
大
平
柑
奈（
津

南
中
３
年
）

女
子
ア
ル
ペ
ン（
大
回
転
）

４
年
以
下　

①
ジ
ャ
ッ
ク
マ
ン
秋

山
瑛
花

５
年　

①
篠
原
里
沙（
津
）②
半
戸

帆
南（
上
）③
藤
ノ
木
仁
菜（
上
）

６
年　

①
鈴
木
愛
琉（
芦
）

※（
津
）
…
津
南
小　
（
芦
）
…
芦
ヶ
崎
小

　
（
上
）
…
上
郷
小
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移住コーディネーター
照井 麻美

だんだん ニュース

の

と
り
く
み

だ
ん
だ
ん 

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

ま
ち
な
か
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

■
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

　

お
話
し
ま
し
ょ
う
」
に
ご
相
談

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
お
知
ら
せ
を
配
布
し
た
「
移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
お
話
し
ま
し
ょ

う
」
に
企
業
を
含
む
５
件
の
お
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
き
、
う
ち
３
名
の
か
た
が
た
と
お

話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
人
手
不
足
や
担
い
手
不
足
、
空
き

家
問
題
な
ど
地
域
が
少
し
ず
つ
寂
し
く
な
っ

て
い
く
こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

地
域
の
事
業
者
の
か
た
が
た
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
伺
い
、
今
直
面
し
て
い
る
課
題
解
決
に
向

け
て
意
見
交
換
を
致
し
ま
し
た
。

　

今
す
ぐ
に
解
決
出
来
る
内
容
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
が
進
め
て
い
る
継
業
バ
ン
ク

を
活
用
し
た
り
、
県
主
催
の
U
I
タ
ー
ン

フ
ェ
ア
で
津
南
町

の
魅
力
を
発
信
す

る
な
ど
し
て
、
地

道
に
一
つ
一
つ
の

問
題
を
解
決
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

お話中写真

先日はジオガイドの皆さんによる
雪まつりの会議がありました

2
月
13
日
に
だ
ん
だ
ん
の

累
計
利
用
者
が
５
０
０
０
人
を

突
破
し
ま
し
た
！

●
少
人
数
で
の
打
ち
合
わ
せ
が

　

増
え
て
い
ま
す

　

だ
ん
だ
ん
に
は
会
議
室
が
一
つ
あ
り
、
大

き
さ
は
１
～
８
人
が
利
用
す
る
の
に
ち
ょ
う

ど
い
い
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
会
議
や
打
ち

合
わ
せ
、
商
談
の
場
と
し
て
、
１
時
間
単
位

で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
料
は
１

時
間
２
０
０
円
で
す
。
ま
た
、
昨
今
は
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
相
手
と
遠
隔
で
会
議
を
す
る

機
会
も
増
え
て
い
て
、
フ
リ
ー
の
W
i
‐

F
i
も
飛
ん
で
い
る
「
だ
ん
だ
ん
」
の
会

議
室
は
、
個
人
の
か
た
か
ら
も
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
開
館
情
報
や

　

活
用
例
を
発
信
中
で
す

　

会
議
室
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、「
だ
ん

だ
ん
」
の
日
々
の
雰
囲
気
や
皆
さ
ん
が
借
り

て
い
る
書
架
の
紹
介
を
、
写
真
や
動
画
な
ど

で
載
せ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
左
の
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご

意
見
や
ご
要
望
な
ど
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
て
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
会
議
室
の
ご
予
約
な
ど
の

　

お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

だ
ん
だ
ん

　

℡
０
８
０
‐
３
５
３
４
‐
１
２
９
６

■
継
業
バ
ン
ク
と
は
？

　

町
で
は
地
域
の
維
持
・
発
展
を
目
的
と
し
、

「
ニ
ホ
ン
継
業
バ
ン
ク
」
と
連
携
し
、
県
内

で
初
め
て
「
津
南
町
継
業
バ
ン
ク
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

町
外
の
か
た
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、
担
い
手

の
な
い
事
業
な
ど
を
承
継
・
弟
子
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

継
業
に
興
味
の
あ
る
か
た
や
担
い
手
に
な

り
た
い
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
地
域
に

新
た
な
人
を
呼
び
込
み
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
商
工
業
に
と
ど
ま
ら
ず
農
業

や
工
場
、
旅
館
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に

わ
た
り
ま
す
。

　

継
業
バ
ン
ク
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
仕
事
や

思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
後
継
者
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
左
記
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
「
ニ

ホ
ン
継
業
バ
ン
ク
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
役
場
観
光
地
域
づ
く
り
課
ま

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

会
議
室
の
ご
予
約
は
お
電
話
も
し
く
は
直

接
だ
ん
だ
ん
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

だ
ん
だ
ん
の
営
業
は
、
火
曜
水
曜
を
除
く
毎

日
朝
10
時
か
ら
夜
7
時
半
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。
会
議
室
以
外
は
無
料
で
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
中
を
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
火
曜
・
水
曜
は
午

後
１
時
か
ら
営
業
し
て
い
ま
す
。）
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水
道
管
が
凍
結
し
て

し
ま
っ
た
と
き
は

年
金
委
員
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

く
ら
し

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

強
い
寒
波
が
到
来
す
る
と
、
水
道
管
が
凍

結
し
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し
て
漏
水
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
を
つ
け
て
、
自
然
に

解
け
る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
水
道
を
早

く
使
用
し
た
い
場
合
は
、
蛇
口
を
全
開
に
し

て
タ
オ
ル
等
を
あ
て
、
ぬ
る
ま
湯
（
約
50
度
）

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。

※
破
裂
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
熱
湯
は
か
け

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

年
金
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
て
、
政
府
が
管
掌
す
る
厚
生
年
金
や

国
民
年
金
の
事
業
に
つ
い
て
、
会
社
や
地
域

で
啓
発
、
相
談
、
助
言
な
ど
の
活
動
を
行
う

か
た
が
た
で
す
。

　

年
金
制
度
に
つ
い
て
広
く
周
知
す
る
と
と

も
に
、
年
金
制
度
へ
の
理
解
と
信
頼
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

年
金
委
員
は
、
活
動
の
範
囲
に
よ
り
「
職

域
型
」
と
「
地
域
型
」
の
２
つ
に
区
分
さ
れ

「
職
域
型
」
は
主
に
企
業
内
、「
地
域
型
」
は

自
治
会
な
ど
地
域
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
型
年
金
委
員
の
取
り
組
み
に
ご
理
解

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
自
治
会
の
皆
様
に
は

活
動
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
六
日
町
年
金
事
務
所
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
も
し
漏
水
、
破
裂
し
た
と
き
は
・
・
・

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
上
下
水
道
料
金

が
加
算
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
津
南
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
相
談
し
、
早
め
の

修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。（
修
理
費
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　

す
ぐ
に
修
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元
栓
を
閉
め
、
水
を
止

め
て
お
く
対
策
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か

ら
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
位
置
を
ご
家
族
で

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

指
定
事
業
者
の
一
覧
に
つ
い
て
は
、
左

記
の
津
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

https://w
w
w
.tow
n.tsunan.niigata.jp/

soshiki/kensetsu/suidojigyosha.htm
l

■
空
き
家
や
留
守
の
建
物
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
空
き
家
や
留
守
と
な
っ
て
い
る

建
物
で
、
冬
期
間
の
水
道
管
の
凍
結
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

寒
波
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
不
在
の
建
物

で
漏
水
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

■
お
問
い
合
わ
せ

　

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。）

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
募
集

　

令
和
５
年
７
月
28
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

を
迎
え
る
た
め
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
委
員
数

　

農
業
委
員　

18
人

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

６
人
以
内

■
募
集
期
間　

２
月
27
日
か
ら
３
月
27
日

■
募
集
方
法

　

所
定
の
届
出
書
（
個
人
推
薦
・
団
体
推
薦
・

応
募
〔
自
薦
〕）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

左
記
提
出
先
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ

い
。
所
定
の
届
出
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

■
提
出
先

　

郵
送
：
〒
９
４
９
‐
８
２
９
２

　

津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
５
８
５
番
地

　

農
業
委
員
会
事
務
局
宛
て

　

持
参
：
津
南
町
役
場
（
１
階
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
林
振
興
課
内
）

■
委
員
報
酬

　

農
業
委
員　

月
額
３
５
，
２
０
０
円

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　

月
額
３
２
，
２
０
０
円

■
委
員
任
期

　

令
和
５
年
７
月
29
日
か
ら

　

令
和
８
年
７
月
28
日
（
３
年
間
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
３

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
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　令和５年度の軽自動車税（種別割）は令和５年４月１日
時点で登録がある車両の所有者に対して、課税されます。
　解体した、他人に譲った等の車両がある場合は、速やか
に届け出を行ってください。
　なお、届け出先は、ナンバープレートによって異なりま
すので下記をご覧ください。

【納税には、安全・便利で確実な口座振替をご利用ください】
口座振替は以下の金融機関でご利用いただけます。口座振替を希望する「通帳」と「通帳の届出
印」をご用意いただき、振替を希望される金融機関でお手続きください。

軽自動車の廃車手続きは
お済みですか？

●口座振替のオススメ

○【津南町】ナンバーの場合
　届 出 場 所…津南町役場  税務町民課税務班（役場１階２番窓口）
　持参するもの…ナンバープレート、届出者様の本人確認書類
　　　　　　　　（ナンバープレート紛失の場合、弁償金３００円が必要となります。）

○【長　岡】ナンバーの場合
　自動車販売業者、行政書士に委託できます。
　届 出 場 所…軽四輪→軽自動車検査協会長岡支所（050-3816-1851）
　　　　　　　　小型二輪・軽二輪→長岡自動車検査登録事務所（050-5540-2041）
　持参するもの…各車両によって異なるため、事前に電話確認をお願いします。

届け出先

第四北越銀行　塩沢信用組合　津南町農業協同組合
大光銀行　新潟県労働金庫　ゆうちょ銀行

令
和
５
年
度
新
潟
県
交
通
災
害

共
済
の
加
入
受
付
中
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
の
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
の

加
入
受
付
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
思
い
が
け
な
い
交
通

事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
に
お
見
舞
金
を
ご
請

求
い
た
だ
け
る
相
互
救
済
制
度
で
す
。

　

お
車
の
運
転
中
の
事
故
だ
け
で
な
く
、
歩

行
時
の
自
転
車
や
車
と
の
接
触
事
故
も
お
見

舞
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
事
前
受
付
期
間

　

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

■
共
済
期
間

　

令
和
５
年
４
月
１
日
㈯
～

　

令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

■
年
会
費

　

５
０
０
円

■
見
舞
金
額

　

３
万
円
（
実
治
療
７
日
）
～

　

最
高
１
５
０
万
円
（
死
亡
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２



広報 10令和５年２月号

※詳細は下記QRコードから
　ご確認下さい
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前夜祭 〔3月10日㈮〕

●ニュー・グリーンピア津南会場
　　　　　　　　　※チケット購入者のみ入場可
　15：00 ～　露店市、かまくら、体験イベント、
　　　　　　　SNOWWAVE ステージイベント
　19：00 ～　スカイランタン
　　　　　　　打上げ
　19：50 ～　花火

第47回 つなん雪まつり 開催！！第47回 つなん雪まつり 開催！！

■お問い合わせ　津南雪まつり実行委員会（津南町観光協会内）（℡ 765-5585）
■ホームページ 「つなん雪まつり」で検索 または www.snowfes.info

　いよいよ開催が迫りました「つなん雪まつり」。ニュー・グリーンピア津南会場・大割野特設会場ともに、
いろいろなイベントを企画しています！

会場及びシャトルバスの詳細については 3 月 5 日号でお配りするパンフレットをご覧ください。

イベント情報 ※詳細は「つなん雪まつり」で検索 または www.snowfes.info

ニュー・グリーンピア津南会場
●許可車両以外、会場へ入れません。送迎のみであっても入場できませんので、ご注意ください。
●帰りのシャトルバスは、混雑し乗車待ちが予想されます。防寒対策をしてお越しください。ランタンの打上げや観

賞をされるお子様は、帰りが遅くなるため、保護者とのご来場をお願いいたします。
●日帰りでスキーへ行くことは可能ですが、通行規制がありますので、津南町観光協会へお問い合わせください。

大割野特設会場
●会場周辺で車両通行止めがあります。また、役場周辺から大割野特設会場にかけて、歩行者も大勢いますので、

通行にはご注意ください。

本　祭 〔3月11日㈯〕

●ニュー・グリーンピア津南会場
　11：00 ～　露店市、かまくら、体験イベント、
　　　　　　　SNOWWAVE ステージイベント
　19：30 ～　スカイランタン打上げ・花火

●大割野特設会場
　12：00 ～　露店オープン
　12：30 ～　ステージ、体験イベント
　18：30 ～　花火

シャトルバス（臨時バス停以外では乗降不可）の運行
ニュー・グリーンピア津南会場は、許可車両以外は入場できません。3月11日はシャトルバス（有料）を
ご利用のうえ、ご来場ください。※3月10日のシャトルバス運行はありません。

●バス乗車券：中学生以上 1,000 円（小学生以下は無料）
　※ 1 度乗車券を購入いただくと、すべてのエリアのシャトルバスに何回でも乗車できます。

●シャトルバスの利用方法
3月11日はシャトルバス専用臨時バス停を設置します。バス停で乗車券を購入し乗車してください。
＊臨時バス停付近に駐車場はありませんので、バス停までは送迎または徒歩でお越しください。また、役場周

辺は混雑しているため、バス停への送迎は、役場以外のお近くのバス停へお願いいたします。
＊シャトルバス利用者の町民向け駐車場は、こばと保育園（正面）、農協低温倉庫（美雪町）、津南中等教育学

校第 2 グラウンド向かい上村建設工業駐車場（陣場下 ※上村建設工業本社駐車場ではありません。）です。
駐車スペースに限りがあるため、乗り合わせでのご利用をお願いいたします。また、駐車場には看板・スタッ
フは配置していませんのであらかじめご了承ください。
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津
南
町
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
令
和
４
年
３
月
末
時
点
で

42
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
や
大
雪
な
ど
に
よ
り
高
齢
者
の

外
出
の
機
会
が
減
り
、
家
族
と
自
宅
で
過

ご
す
時
間
が
増
え
た
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス

や
介
護
疲
れ
か
ら
意
図
せ
ず
虐
待
行
為
を

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り

う
る
身
近
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
ご
本
人

や
ご
家
族
を
地
域
で
見
守
り
、
孤
立
さ
せ

な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

◆
身
近
に
こ
ん
な

　
　
　

高
齢
者
は
い
ま
せ
ん
か
？

広げよう、支え合い 〜２月は「高齢者見守り
　　　　強化月間」です！〜

◆暴力だけではない！こんなことも虐待にあたります。

◆高齢者と家族が幸せに生活していくために・・・

□ 体に傷や怪我がある。
□ 急におびえたり、怖がった

りする。
□ 衣服の汚れや、急にやせた

様子がある。
□ 生活費の支払いができて

いない。
□ 家族をかばうような発言

がある。

◆高齢者の気になるサイン

　介護の悩みを抱え込まず、周りに話して頼
ることも大切です。
●介護保険や地域のサービスを

利用し、介護から離れる時間
を作る。

●介護仲間と交流し、情報や気
持ちを分かち合う。

　日頃から高齢者や家族に対して、声をかけあい、見守る
ことでちょっとした変化やサインに気づき、虐待の予防や
安心した生活につながります。

身体的虐待

経済的虐待 性的虐待介護放棄・放任

心理的虐待
●つねる、殴る、蹴る●つねる、殴る、蹴る
●やけどを負わせる●やけどを負わせる
●ベッドに縛りつける●ベッドに縛りつける
●部屋に閉じ込める●部屋に閉じ込める
　　　　　　　　など　　　　　　　　など

●お金を渡さない、使わせない●お金を渡さない、使わせない
●年金や預貯金を本人の●年金や預貯金を本人の
　同意なく使う　同意なく使う
●本人の家や土地を●本人の家や土地を
　無断で売却する　　など　無断で売却する　　など

●食事や水分を与えない●食事や水分を与えない
●入浴をさせない●入浴をさせない
●劣悪な環境で生活させる●劣悪な環境で生活させる
●必要な医療やサービスを●必要な医療やサービスを
　使わせない　　　　など　使わせない　　　　など

●懲罰的に下半身を●懲罰的に下半身を
裸にして放置する裸にして放置する

●わいせつな行為を●わいせつな行為を
強要する強要する

　　　　　　　など　　　　　　　など

●怒鳴ったり、●怒鳴ったり、
　ののしったりする　ののしったりする
●意図的に無視する●意図的に無視する
●子供扱いして侮辱する●子供扱いして侮辱する
●排泄などの失敗に対して●排泄などの失敗に対して
　恥をかかせる　　　など　恥をかかせる　　　など

地域包括支援センター・町福祉保健課へご相談ください！
※ご相談いただいたかたの秘密は固く守られます。

他にも気になることがあれば…… “いつもと様子が違う”と感じたときは……

誰でもできる！
３つの見守り行動

●家族や介護をしているかたへ●家族や介護をしているかたへ ●地域のみなさまへ●地域のみなさまへ

あいさつ

助け合い気くばり

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！



いきいき
大好き
津南町
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0 10 20 40 50 80 年齢

小児期

思春期

性成熟期

更年期

高齢期・
老年期

心身ともに成熟期に入り、排卵・月
経のリズムも安定し、妊娠・出産の
ための機能が備わる時期です。
さまざまな女性特有の病気もこの
時期から増加します。普段の健康
管理に気を付け、定期的な検診を
受けることが大切です。

卵胞ホルモンの分泌量が減少し、
ホルモンバランスが乱れやすく、
更年期障害といわれる心身の不
調があらわれる時期です。症状の
出方には個人差が大きく、日常生
活に支障をきたす場合もあるた
め、注意が必要です。 卵胞ホルモンの分泌が停止し、白

髪やしみ・しわが増える、骨がもろ
くなるなどの老化が始まる時期で
す。食事や適度な運動、日光浴な
どの生活習慣により、老化に伴う
疾患の予防や身体の不調の改善
が見込める場合もあります。

女
性
ホ
ル
モ
ン（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）分
泌
量

初経を迎え、卵胞ホルモン（エストロ
ゲン）の分泌量が急激に増え、大人
の女性へと成長していきます。しか
し、からだの成長に比べてこころの
成長が未熟でアンバランスになり
やすい時期でもあります。からだ
や性について正しい知識を身につ
けることが大切です。

図
①　

女
性
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
変
化 

グ
ラ
フ

　厚生労働省は、毎年 3 月 1 日～ 3 月 8 日までを「女性の健康週間」と定め、女性の健
康づくりを国民運動として展開しています。
　女性のからだは、女性ホルモンの影響により一生を通じて大きく変化します。自分の
からだについて正しい知識をもち、からだのサインを見逃さないようにすることが健康
を保つためにとても大切です。長い人生を健康で快適に過ごせるよう、各時期のこころ
とからだの特徴を知っておきましょう。

基準 BMI値

やせ ～18.5未満

ふつう 18.5以上～25未満

肥満 25以上～

BMI値＝
体重(㎏)÷身長(m)÷身長(m)

女性女性ののこころこころととからだからだのの変化変化
～毎年３月１日から３月８日は女性の健康週間です～

◆
健
康
を
支
え
る
基
本
は

　
　
　
　
　

 

生
活
習
慣
か
ら

　

い
つ
ま
で
も
美
し
く
健
康
で
い
る

た
め
に
は
、基
本
的
な
生
活
習
慣
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

◎
食
事
は
1
日
3
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　

1
日
3
食
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。主
食（
ご

飯
・
パ
ン
・
め
ん
類
）、主
菜（
肉
・
魚
な
ど
）・

副
菜（
野
菜
・
き
の
こ
・

海
藻
な
ど
）が
揃
う

と
理
想
的
で
す
。

 

◎
無
理
な
く
楽
し
く
運
動
を

　

適
度
な
運
動
は
、自
律
神
経
の
働

き
を
活
発
に
し
、全
身
の
血
行
を
良

く
し
ま
す
。ま
た
、運
動
を
習
慣
化
す

る
こ
と
で
、生
活
習
慣
病
の
予
防
や

ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
の
効
果
も

期
待
で
き

ま
す
。

 

◎
か
ら
だ
を
冷
や
さ
な
い

　

か
ら
だ
の「
冷
え
」は
、む
く
み
や

血
行
不
良
だ
け
で
な
く
、免
疫
力
の

低
下
や
月
経
不
順
な
ど
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。夏
の
冷
房
対
策
と
し
て

1
枚
衣
類
を
羽
織
る
、冬
は
か
ら
だ

を
温
め
る
食
べ
物（
し
ょ
う
が
な
ど
）を

積
極
的
に
と
る
、シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
な

 

◎「
や
せ
」も「
肥
満
」も
要
注
意

　

無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る「
や
せ
」

は
、無
月
経
や
低
体
温
な
ど
の
原
因
に

な
り
ま
す
。ま
た「
肥
満
」は
、ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
、月
経
不
順

や
不
妊
の
誘
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。B
M
I

値
を
め
や
す

に
体
重
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル

に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

 

◎
た
ば
こ
は
N
G
、お
酒
は
控
え
め
に

　

喫
煙
は
美
容
や
健
康
の
大
敵
で
す
。

ま
た
、妊
娠
・
出
産
、子
ど
も
の
成
長
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。お
酒
は
、男

性
よ
り
も
女
性
の
方
が
ア
ル
コ
ー
ル
の

影
響
を
受
け
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る

た
め
、お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
3
1
1
4

く
湯
船
に
つ
か
る
な
ど
、

普
段
か
ら
か
ら
だ
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

今月は
滝沢 琴音

保健師
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下限面積 10アール 下限面積廃止

令和５年４月１日

農
業
委
員
会
の
窓

農地の権利移動にかかる下限面積要件の廃止

下限面積が廃止されるからと言って、
誰でも農地を取得できるものではありません！

下限面積の廃止で期待されること！

空き家の附随する農地の取得

【お問い合わせ】　津南町農業委員会　℡025-765-5583

新規就農による農地の取得

　これまで、農地の権利移動（売買や貸借等）には一定の面積以上を経営する必要がありました。
現在、都道府県では下限面積を 50 アール（5,000㎡）に設定していますが、津南町は 10 アール

（1,000㎡）に下げて設定しているため、農地の権利移動をする際には、許可後の耕作面積が 10
アール以上になる必要があります。
　しかし、農業者の減少や高齢化が加速する中、認定農業者等の担い手だけでなく、経営規模
の大小にかかわらず意欲を持って農業に新規に参入する者を地域内外から取り込むことが重
要です。そこで、農地等の利用を促進する観点などから農地法の一部が改正され、農地の権利
移動にあたっての下限面積要件が令和５年４月１日から廃止されることになりました。これに
伴い、当町で設定している下限面積 10 アールも廃止することとなります。

　今回の法改正では、下限面積要件の廃止であり、その他の
要件が廃止されたわけではありません。例えば…

　○農地のすべてを効率的に利用すること
　○必要な農作業に常時従事すること
　○周辺の農地利用に支障がないこと
　以上のような要件は変わらないため、農地を取得する際は
この要件を満たす必要があります。

　今まで「規模は大きくないけれど、農業にチャレンジしたい！」というかたが下限面積要件により、
農地の取得を諦めるケースが少なからずありました。廃止後は、下記のようなケースでもその他要件を
満たせば農地の取得が可能となります。

　多くの空き家には宅地に小さな農地が附随し
ているケースがあります。その農地を取得し、
家庭菜園等を行うことが可能となり、移住定住
の促進が期待されます。

　「就農に興味があるがいきなり大きな農地は
持てない」というかたも小さな農地から農業を
始めることができるため、農業に参入しやすく
なります。
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村上 悦崇

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
鳥
獣

被
害
対
策
担
当
の
村
上
悦
崇
で
す
。冬
の

寒
さ
も
厳
し
く
最
大
の
寒
波
が
来
て
い
ま

し
た
が
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？

　

雪
が
降
り
始
め
て
2
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
が
去
年
・一
昨
年
の
二
年
連
続
で
大
雪

が
降
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の
で
12
月
か

ら
1
月
に
掛
け
て
の
雪
の
少
な
さ
に
大
変

驚
き
ま
し
た
が
、雪
が
降
ら
な
い
こ
と
に
安

心
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、鳥
獣
被
害
で
す
が
、今
年
度
は
も

う
農
作
物
も
無
く
、ク
マ
は
基
本
的
に
冬
眠

す
る
た
め
、目
撃
情
報
も
聞
き
ま
せ
ん
。今

年
度
は
ク
マ
の
目
撃
が
30
件
、10
頭
捕
獲
さ

れ
、捕
獲
数
は
例
年
よ
り
も
少
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　

一
つ
、獣
害
対
策
に
有
効
な
手
立
て
を
ご

紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。動
物
た
ち
は
こ

の
時
期
何
を
食
べ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

　

正
解
は
木
の
根
や
ど
ん
ぐ
り
、収
穫
し
き

れ
な
か
っ
た
農
作
物
な
ど
で
す
。厳
し
い
冬

に
耐
え
る
た
め
、脂
肪
と
し
て
蓄
え
る
動
物

た
ち
で
す
が
、そ
れ
で
も
足
り
な
い
、少
し

で
も
冬
を
越
え
る
可
能
性
を
上
げ
る
た
め

に
食
料
を
探
し
て
い
る
の
で
す
ね
。と
い
う

わ
け
で
、収
穫
し
き
れ
な
か
っ
た
作
物
を
冬

前
に
す
き
込
む
こ
と
が
動
物
の
エ
サ
を
減

ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
、冬
を
越
え
ら
れ
る

個
体
が
減
る
ん
で
す
ね
。

　

も
し
対
策
を
し
た
い
か
た
が
い
た
ら
や
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

農
業
の

知
識

豆

国
の
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

農
政
の
基
本
理
念
や
政
策
の
方
向
性
を
示

す
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
以
降
、

基
本
法
）」
は
、「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
」

「
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
」「
農

業
の
持
続
的
発
展
と
そ
の
基
盤
と
し
て
の
農

村
の
振
興
」を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

基
本
法
制
定
か
ら
約
20
年
が
経
過
し
、
世

界
的
な
食
料
情
勢
、
特
に
食
料
安
全
保
障
上

の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
や
地
球
環
境
問
題
へ
の

対
応
、
海
外
市
場
の
拡
大
な
ど
、
我
が
国
の

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、国
で
は
、基
本
法
を
検
証
し
、

見
直
し
に
向
け
た
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
昨
年
12
月
に
は
、
国
が
令
和

５
年
以
降
の
「
農
林
水
産
政
策
４
本
柱
の
更

な
る
展
開
」
を
示
す
と
と
も
に
、「
食
料
安

全
保
障
強
化
政
策
大
綱
」を
決
定
し
ま
し
た
。

〈
食
料
安
全
保
障
の
強
化
〉

・
新
た
に
「
食
料
安
全
保
障
強
化
政
策
大

綱
」
を
定
め
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

　

本
年
以
降
、
国
は
、
こ
の
４
本
柱
の
推
進

に
向
け
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
令
和

５
年
度
中
の
基
本
法
改
正
案
の
国
会
提
出
を

視
野
に
検
証
・
検
討
を
加
速
化
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/basiclaw
/

index.htm
l

食
料
安
全
保
障
強
化
政
策
大
綱
の
概
要

１
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た

構
造
転
換
の
実
現

⑴
肥
料
、
飼
料
の
国
産
化
な
ど
国
内
資

源
の
活
用
等
へ
大
き
く
転
換

⑵
麦
・
大
豆
の
本
作
化
な
ど
過
度
な
海

外
依
存
か
ら
の
脱
却

２
、
生
産
資
材
等
の
価
格
高
騰
等
に
よ

る
影
響
の
緩
和

〈
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
等
に
よ
る
成
長
産
業
化
〉

・
新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」
の
下
で
、
ス

マ
ー
ト
農
林
水
産
業
実
装
の
加
速
化

〈
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
〉

・
円
安
を
活
か
し
た
輸
出
額
２
兆
円
目
標
の
前

倒
し
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
加
速
化

〈
農
林
水
産
業
の
グ
リ
ー
ン
化
〉

・
新
た
に
策
定
さ
れ
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
法
」
の
下
で
、
環
境
負
荷
低
減
の

取
り
組
み
の
推
進

農
林
水
産
政
策
４
本
柱
の

　
　
　
　
　
　
　

更
な
る
展
開
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『電力崩壊』	 ……………………………日経BP日本経済新聞
●『スマホ失明』	………………………………………………かんき出版
●『正解のない世の中を生きる』
	 ……………………………………………………………………………ワニブックス
●『給料が上がらないのは、円安のせいですか？』
	 …………………………………………………………………………………PHP研究所
●『地図と拳』	 …………………………………………………………小

お

川
がわ

　哲
さとし

●『しろがねの葉』	………………………………………………千
ち

早
はや

　茜
あかね

●『この世の喜びよ』	………………………………井
い

戸
ど

川
がわ

　射
い

子
こ

●『荒地の家族』	………………………………………………佐
さ

藤
とう

　厚
あつ

志
し

【子どもの本】 
●『10代のためのココロとカラダの整え方』
	 ………………………………………………………… メイツユニバーサル
●『地球の中に、潜っていくと…』
 …………………………………………………………………………………福音館書店
●『アタックライン２』	 ……………………………あかね書房
●『アニメコミックおしりたんてい14』
	 ………………………………………………………………………………………ポプラ社
●『色とりどりのぼくのつめ』
	 …………………………………………………………… アリシア・アコスタ
●『ぞうのおまわりさん』	 ……………………長

は

谷
せ

川
がわ

　町
まち

子
こ

●『ニャンタ、スノボーに行く』	 ……………和
わ

山
やま

　史
し

穏
おん

●『ナマケモノヨガ』	 ……………………………………新
あら

井
い

　洋
ひろ

行
ゆき

　

編
集
中
の
今
は
厳
し
い
寒
波
が
到
来

し
て
い
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。し
か
し
、暦
で
は
２

月
は
春
に
な
り
ま
す
。皆
様
の
元
に
届

く
こ
ろ
に
は
雪
が
落
ち
着
き
、春
に
向

か
っ
て
い
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。あ
と

も
う
少
し
の
辛
抱
で
す
ね
。

・
・
・
季
節
の
本
コ
ー
ナ
ー
・
・
・

　

今
月
の
季
節
の

本
コ
ー
ナ
ー
で
掲

示
し
て
い
る
本
を

紹
介
し
ま
す
。３

月
と
い
う
こ
と
で

ひ
な
祭
り
や
桜
な

ど
に
関
連
す
る
本
、春
の
小
説
や
絵
本

を
掲
示
し
ま
す
。前
回
の
写
真
は
図
書

室
の
紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。さ
て

今
回
は
公
民
館
の
ど
こ
で
撮
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
分
か
り
ま
す
か
？

・
・
・
今
年
の
古
本
市
に
つ
い
て
・
・
・

　

今
年
も
待
望
の「
古
本
市
」を
開
催
し

ま
す
。こ
れ
は
、図
書
室
で
一
定
年
数
以

上
貸
し
出
し
の
な
か
っ
た
本
や
、古
く

な
っ
て
貸
し
出
し
に
耐
え
切
れ
な
く

な
っ
た
本
、重
複
し
た
寄
贈
本
な
ど
を

無
料
で
差
し
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

早
い
も
の
勝
ち
で
す
の
で
、公
民
館
が

開
く
前
か
ら
待
っ
て
い
る
人
も
い
る
く

ら
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

■
実
施
期
間　

３
月
13
日
㈪
～
24
日
㈮

　

※
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す

■
場
所　

津
南
町
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

　

古
本
市
は
図
書
室
利
用
者
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
か
た
で
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。ご
家
族
、お
友
達
と
一
緒
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、こ
れ
を
機
に
利
用
者

カ
ー
ド
作
成
も
い
か
が
で
す
か
？（
カ
ー

ド
作
成
無
料
、津
南
・
十
日
町
・
栄
村
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
作
成
可
）

■
注
意
喚
起

　

近
年
、個
人
の
要
ら
な
く
な
っ
た
本

を
勝
手
に
棚
に
置
い
て
い
く
か
た
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。古
本
市
は
公
民
館
図

書
室
の
要
ら
な
く
な
っ
た
本
を
差
し
上

げ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。個
人
の
要
ら
な

い
本
を
持
ち
よ
っ
て
出
展
す
る
場
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、個
人
の
要
ら
な

く
な
っ
た
本
を
置
い
て
い
か
れ
る
の
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、要
ら
な
く
な
っ
た
本
を
捨
て

る
の
が
勿
体
な
い
と
感
じ
て
い
る
か
た

が
い
ま
し
た
ら
、ま
ず
は
公
民
館
図
書

室
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
。こ
ち
ら
で

最
大
限
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
※
た
だ
し
所
蔵
の
是
非
・
処
分
等
の
資
料
の

取
扱
に
つ
い
て
は
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

・
・
・
今
月
の
新
刊
に
つ
い
て
・
・
・

　

今
月
の
新
刊
で
紹
介
し
て
い
る『
地

図
と
拳
』と『
し
ろ
が
ね
の
葉
』は
今
年

の
直
木
賞
の
受
賞
作
品
で
す
。ま
た
、

『
こ
の
世
の
喜
び
よ
』と『
荒
地
の
家
族
』

は
今
年
の
芥
川
賞
受
賞
作
品
で
す
。人

気
の
作
品
で
す
の
で
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日　

２
月
27
日
㈪
、３
月
27
日
㈪

マスク越しのおはよう

　元小中学校教員だった山本悦子さんが描く５
人の中学生を主人公とするそれぞれのショート
ストーリーが収録。コロナ禍で変わってしまった
日常と、思春期で変わりゆく心と体に戸惑いな
がらも、前に進む中学生たちの物語。まだまだ
続くコロナ時代に読んでほしい一冊。

山
やま

本
もと

　悦
えつ

子
こ

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

２月 −如
き さ

月
ら ぎ

−

２月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

枝え
だ

折お

れ
し
先さ

き

に
蕾つ

ぼ
み

を
持も

つ
桜さ

く
ら

礼れ
い

を
言い

い
つ
つ
小こ

枝え
だ

貰も
ら

い
来く

る
（
段
丘
桜
）	

風
巻
淳
子

雪ゆ
き

壁か
べ

の
中な

か

を
細ほ

そ

く
行ゆ

く
信し

な

濃の

川が
わ

静し
ず

か
に
ゆ
っ
く
り
水み

ず

は
流な

が

れ
る	

江
村
美
智
代

ソ
バ
の
花は

な

に
降お

り
た
る
露つ

ゆ

は
き
ら
き
ら
と

朝あ
さ

の
日ひ

を
浴あ

び
て
白し

ろ

く
光ひ

か

り
ぬ	

小
島
香
代
子

巻ま
き

下し
た

の
登と

う

校こ
う

班は
ん

の
待ま

ち
合あ

わ
せ

抱だ

っ
こ
で
来く

る
子こ

も
集あ

つ

ま
り
五ご

人に
ん

（
巻
下
集
落
二
十
軒
）

	

江
村
大
輔

老ろ
う

夫ふ
う

婦ふ

「
あ
あ
一ひ

と

仕し

事ご
と

終お

わ
っ
た
」
と

静し
ず

か
に
寄よ

り
添そ

い
投と

う

票ひ
ょ
う

所じ
ょ

を
去さ

る	

津
端
恵
子

明あ

日す

か
ら
は
ま
た
降ふ

り
続つ

づ

く
予よ

報ほ
う

な
り

排は
い

雪せ
つ

の
ダ
ン
プ
次つ

ぎ

つ
ぎ
通と

お

る	

貝
澤
圭
子

降ふ

り
積つ

も
れ
る
四よ

ん

メ
ー
ト
ル
の
雪ゆ

き

壁か
べ

を

見み

上あ

げ
る
先さ

き

の
青あ

お

空ぞ
ら

眩ま
ぶ

し
（
令
和
四
年
二
月
）	

関
谷
郁
子

吹ふ
ぶ

雪き

の
中な

か

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
明あ

か
り
の
み
が

存そ
ん

在ざ
い

知し

ら
せ
て
対た

い

向こ
う

車し
ゃ

来く

る	

恩
田
久
美
子

遺い

影え
い

に
と
預あ

ず

か
り
し
写し

ゃ

真し
ん

携た
ず
さ

え
て

君き
み

居い

ぬ
自じ

宅た
く

へ
我わ

れ

は
急い

そ

ぎ
ぬ
（
公
夫
さ
ん
八
十
四
歳
）

	

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
一
月
）

元ぐ
わ
ん

朝て
う

や
湯ゆ

気げ

も
ゆ
た
か
に
飼か

ひ

葉ば

桶を
け	

房　

良

酒さ
け

好ず

き
の
嫁よ

め

と
知し

ら
れ
し
小こ

正し
ゃ
う

月ぐ
ゎ
つ	

千
年
雄

電で
ん

柱ち
ゅ
う

の
鴉か

ら
す

よ
り
糞ふ

ん

冬ふ
ゆ

ざ
る
る	

壽　

子

丹に

の
冴さ

え
て
鎮ち

ん

守じ
ゅ

の
鳥と

り

居ゐ

雪ゆ
き

か
か
る	

緑　

道み
ち

凍こ
ほ

り
散さ

ん

歩ぽ

の
犬い

ぬ

も
及お

よ

び
腰ご

し	

渡　

舟

初は
つ

雪ゆ
き

や
娘む

す
め

に
送お

く

る
米こ

め

半は
ん

俵ぴ
ょ
う	

守　

人

凍こ
お

り
た
る
朝あ

し
た

音お
と

立た

て
風か

ぜ

渡わ
た

り

田た

原は
ら

は
銀ぎ

ん

に
輝か

が
や

き
始は

じ

め
つ	

小
野
寺
恒
代

降ふ

り
積つ

も
る
今け

朝さ

の
雪ゆ

き

道み
ち

や
わ
ら
か
く

人ひ
と

と
犬い

ぬ

と
の
足あ

し

跡あ
と

つ
づ
く	

高
橋
春
枝

日ひ

の
暮く

れ
の
や
や
早は

や

ま
り
て
寒さ

む

さ
増ま

し

ち
ょ
っ
ぴ
り
寂さ

み

し
里さ

と

山や
ま

の
秋あ

き	

麻
績
初
恵

失し
つ

意い

の
日ひ

に
「
短う

歌た

に
生い

き
よ
」
と
励は

げ

ま
さ
れ
し

師し

が
心こ

こ
ろ

も
短う

歌た

が
支さ

さ

へえ

と
（
故
萩
原
先
生
の
教
え
）

	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

夏な
つ

物も
の

の
麦む

ぎ

わ
ら
帽ぼ

う

子し

冬ふ
ゆ

来く

れ
ば

ビ
ニ
ー
ル
か
け
て
除じ

ょ

雪せ
つ

に
被か

ぶ

る	

中
村
武
子

黒く
ろ

土つ
ち

の
春は

る

ま
だ
遠と

お

き
如き

さ

月ら
ぎ

に

積せ
き

雪せ
つ

五
尺し

ゃ
く

の
川か

わ

流る

菜な

お
も
ふ	

島
田
眞
之
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＜実施された行事＞
〔１月〕
	 30日	 道路除雪状況調査
	 	（産業建設常任委員会）
〔２月〕
	 7日	 全員協議会
	 7日	 所管事業勉強会
	 	（産業建設常任委員会）
	 7日	 津南病院との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）
	 8日	 臨時全員協議会
	 14日	 病院運営審議会
	 14日	 第１回臨時会
	 15日	 一般質問通告期限（午後３時）

＜今後予定されている行事＞
〔２月〕
	 21日	 議会運営委員会
	 21日	 津南地域衛生施設組合議会
	 	 定例会（議長・組合議会議員）
	 21日	 国保運営協議会（副議長）
	 22日	 県町村議会議長会定期総会
	 	（議長）
	 24日	 十日町地域広域事務組合
	 	 定例会（議長、組合議員）
〔３月〕
	 2日	 第1回定例会開会日

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

　

１
月
７
日
㈯
～
16
日
㈪
に
か
け
て

年
金
機
構
か
ら
順
次
発
送
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
課
税

対
象
で
は
な
い
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
お

よ
び
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
源
泉
徴
収
票
の
電
子
送
付
サ
ー
ビ
ス
が
令

和
５
年
１
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
方
法
な
ど
留
意
点
は
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書

　

10
月
20
日
号
の
年
金
コ
ー
ナ
ー
で

も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
年
金
機

構
か
ら
図
１
の
②
の
対
象
者
へ
送
付

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
「
源
泉
徴
収
票
」
や
「
控

除
証
明
書
」
な
ど
確
定
申
告
に
必
要

な
書
類
を
紛
失
等
さ
れ
た
場
合
は
、

年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
、

再
発
行
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
予
め
、
電
話
等
で
年
金
事
務
所

へ
確
認
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
直
接
年
金
事
務
所
へ
行
か
れ
る

際
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証

や
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
本
人
以
外
の

人
が
再
発
行
で
年
金
事
務
所
へ
行
か

れ
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

	2800日	板場喜恵子（辰ノ口）、髙橋昭子（船山）
	2300日	涌井直治（段野団地）
	1800日	藤ノ木良子（小下里）
	1000日	中澤久征（中深見）
	 300日	桑原トミ（貝坂）
	 200日	半戸静江（中子）
	 100日	太田静子（上加用）

主な運動：リハビリ体操、健骨体操、ウォーキング

図 1 ＜控除証明書の送付対象者＞

発送時期 対象者

①
令 和4年10月
26日 ㈬ か ら
11月上旬にか
けて順次発送

令 和4年1月1日 か
ら 令 和4年9月30
日までの間に納付
された方

② 令和5年
2月6日㈪

令 和4年10月1日
から令和4年12月
31日 ま で の 間 に
納付された方（①の
対象者は除きます。）

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
係
る

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の

開
催
の
お
知
ら
せ

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て

　

新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
に

対
す
る
説
明
会
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
６
日
㈪　

午
後
１
時
30
分

■
会
場

　

長
岡
市
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
６
階　

大
会
議
室

　

長
岡
市
幸
町
２
丁
目
１
番
１
号

■
そ
の
他

　

３
月
７
日
㈫
に
新
潟
会
場
、
３
月
８
日
㈬
に
上
越

会
場
で
同
様
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
５
１
５

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
新
潟
県
議
会
議
員
一
般
選

挙
の
選
挙
期
日
が
、
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
投
票
日

　

令
和
５
年
４
月
９
日
㈰

■
告
示
日

　

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
４

選
挙
の
お
知
ら
せ

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

所
得
税
お
よ
び

所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

必
要
な
書
類
は
ご
確
認
を

必
要
な
書
類
は
ご
確
認
を
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

一般料金 大人（中学生以上） 小人（3歳～小学生）

温　泉 500円（月曜300円） 300円（月曜200円）

プール + 温泉 1,000円 500円

会　員　区　分 会　費

個人チケット1年（チケット50枚付） 15,000 円

家族チケット1年（チケット100枚付） 30,000 円

プール/バーデ1年（温泉+プール入り放題） 40,000 円

プール/バーデ4ヶ月（温泉+プール入り放題） 15,000 円

トレーニング4ヶ月（ジム使い放題） 10,000 円

　

交
通
手
段
の
確
保
は
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を

行
う
際
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。Ｔ
ａ
ｐ
で
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
購
入
し
、各
種
事
業
で
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

主
に
町
事
業
の「
水
中
運
動
教
室
」や
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
子
ど
も
た
ち
の
送
迎
に

活
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
町
民
の
か

た
が
た
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
健
康
づ
く
り
の

送
迎
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助
成
を
受
け
た

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す

認
定
商
品 

審
査
会
を
実
施
！

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会 

商

品
開
発
部
会
で
は
、
苗
場
山
麓
の
地
質
・
自

然
・
文
化
を
語
る
地
域
産
品
「
大
地
の
た
か

ら
も
の
」
の
開
発
推
進
の
た
め
、
特
産
商
品

の
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
１
回
の
認
定

は
２
年
前
に
実
施
し
、
今
回
は
第
２
回
目
の

審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
品
目
は
10
品
（
津
南
町
６
品
、

栄
村
４
品
）。
今
回
は
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
や
Ｔ

シ
ャ
ツ
な
ど
、
食
品
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
品

目
で
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
販

売
し
て
い
た
商
品
だ
け
で
は
な
く
、
本
認
定

の
エ
ン
ト
リ
ー
の
た
め
、
新
た
に
開
発
さ
れ

た
商
品
や
、
既
存
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
事

業
者
の
皆
様
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。
認

定
結
果
に
つ
い
て
は
次
回
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会

　

商
品
開
発
部
会　

事
務
局

　
（
津
南
町
観
光
地
域
づ
く
り
課
）

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

エントリー商品 10 品目

1 月 22 日水泳大会参加
（Tap スイミングスクール）

審査の様子（食味やデザインの審査を行いました）

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
は
一
般
入
場
料
の
他
に

大
変
お
得
な
会
員
料
金
も
あ
り
ま
す
。冬
の

運
動
不
足
や

除
雪
に
よ
る

身
体
の
疲
れ

を
温
泉
や
酸

素
カ
プ
セ
ル

で
癒
し
に
ぜ

ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○
営
業
時
間
：
午
後
２
時
～
８
時
半

　

※
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
営
業

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
・
温
泉
の
ご
案
内
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この紙は
再生紙を
使っています

第13回
 Myコレクション展

カモシカ

春木山

アンギン編み

●第13回 Myコレクション展
　会　期：1月14日㈯～2月26日㈰
　入場料：無料
　今年もさまざまなジャンルの個人コレ

クションが集まりました。

　こけし・猫のフィギュア・鉄道模型・飛

行機のプラモデル・ビックリマンシール・

水石など、秘蔵のコレクションの数々を

どうぞお楽しみください。

●カモシカウォッチング ～秋山郷～
　日　時：3月5日㈰　午前9時～午後３時
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　秋山郷をスノーシュー（西洋かんじき）を履いて散策します。

カモシカに遭遇できる確率の高い人気の体験です。

●「春木山」 体験
　日　時：3月12日㈰　午前9時～11時
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学5年生～大人
　雪のしまった春に切り出した木をヤマゾリで運ぶ

「春木山」は、春の訪れを感じる風景でした。雪国なら

ではの知恵を体感できる体験です。

●「アンギン編み 初級編」 体験
　日　時：3月26日㈰　午前10時～12時
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　なじょもんで育てたカラムシの繊維を使い、アン

ギン編みでコースターをつくります。

●「ならんごしの会」 会員募集
　「ならんごしの会」は、アンギン編み技術を後世に伝承する活動を行ってい

ます。その技術は津南町の無形文化財に指定されています。

　アンギン編みは、カラムシなどの植物繊維をもじり編みで編んだもので、縄

文時代の遺跡からも発見されています。

　ぜひ、あなたも一緒に活動しませんか？興味をお持ちのかたは「なじょも

ん」までご連絡ください。

３月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

5日㈰ 9:00～15:00 カモシカウォッチング　～秋山郷～ 1,000 中学年以上

12日㈰ 9:00～11：00 春木山 500 高学年以上

19日㈰ 9:00～11：00 スノーシュー　～なじょもんの森へ～ 500 低学年以上

25日㈯ 10:00～11：00 ひょうたん細工 300 低学年以上

26日㈰ 10:00～12：00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

表
紙
の
写
真　

令
和
４
年
12
月
２
日
、３
日
に
第
24
回
米

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル：
国
際
大
会
in
小
諸
が
開
催
さ

れ
、大
会
旗
の
引
継
ぎ
を
受
け
ま
し
た
。令
和
５
年
12
月
の

第
25
回
大
会
に
向
け
て
、町
で
は
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■人口8,846（−19）　男4,300（−９）　女4,546（−10）

■世帯数3,451（−２）　■転入／５　■転出／ 11　■出生／２　■死亡／ 15　■婚姻／０２月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

関口　久子さん	 （94歳・卯之木）

髙橋　啓司さん	 （95歳・小島）

恩田　チカさん	 （97歳・鹿渡）

山田　静子さん	 （95歳・亀岡）

石橋　幸祐さん	 （99歳・割野）

小野塚武治さん	 （79歳・辰ノ口）

桒原　　一さん	 （63歳・米原）

貝沢　コウさん	 （85歳・鹿渡）

　

あ
た
た
か
い
日
が
続
き
、雪
の
か

さ
も
ぐ
ん
と
減
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

も
う
春
が
す
ぐ
そ
こ
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。２
月
と
い

え
ば
節
分
！
節
分
と
い
え
ば
豆
ま
き
！
私
の
集
落
で
は
、

こ
こ
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
豆
ま

き
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
は
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、た
く
さ
ん
の
か

た
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

	

反
り
目
直
史

小林今
きょ

日
う

香
か

（割野）	 篤司さん
	 美紀さん

橋野　真
ま

子
こ

（大割野）	 浩史さん
	 有望さん

福原　琉
る

唯
い

（外丸）	 祥太朗さん
	 柚さん

N
ajom

on Inform
ation

戸 籍 の 窓


